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Keiji SUDA and Ikuzo SAKAGUCHI:-Comparison of effect of lime 

nitrogen and ammonium sulphate as to the quality of mulberry leaves.

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　雷

　石灰窒素は含有せらるる窒素の形態がs植物に有審なるCyanamide態でるから、施肥方法が

研究されなかった頃は、此の肥料を用ひて失敗する者があつた。併しi近年、躍氣化羅の鎚轡に

伸れて石灰窒素が安假に生産せらるる様になり、鳳つ竃素含蹴も増し、禽ほ多舐の石灰（霊素

20％b石灰60％）を含有する故に、施肥した土壌は改良せられ、硫安の如く土壌が酸性ミなる

事が無い。從つて近年・世人はこの肥料に訳第に控目する様になり、各種の試験が行はれ、爾

一般使用脅も其の使用方法を次第に會撮し、肥料會祀の1嵐傳ε相倹つて其の溝麗高は年々柵加

して居る。

　著者等も石灰窒素又は硫妥の施肥が、桑の葉質に及ぼす彫響比較試験を行つkから訳に処ぺ

る事εする。

　　　　　　　　　　　　　第鱒團試験（植木鉢試験）

　　　　　　　　　　　　　　　a，供　試　桑　樹

　供試桑樹は中刈（k立の鼠返にして・大1巳12年4月直径90c田の深さ120cluの無底の植木鉢｝こ植

付けたもので、土壌は埴駿土で直脛2cmの簾で諦分けたものである。

　試験匝の決定には、試験開始前師ち昭和8年4月撒大豆粕を各鉢に2009宛施し・同年6月8

日刈桑の敗穫調査をなし、其の牧：騒略々等しきものを組合せN其の一方を石灰窒素va　Sし他方

を硫安囁ε定めた。植木鉢の敷は各匝5箇宛である。

　　　　　　　　　　　　　　　b，施　　　肥　　　燈

　昭和9年3月16日各・随考く鉢に月巴糾哨石i灰一鉢潜り1009・葺画隣i駿石灰809、硫運俊リロ里509宛を

施し、爾ほ石灰豊素羅には石灰璽素1009を施し、次に硫安匠には同年5月17日硫安76・199宛を

施した。

　使用せし肥料の純度は石灰窒素は16％N、硫安は21％N　，肥料用石灰は60％CaO　・過燐酸石灰

は19．52／oi水溶燐酸、硫酸加里は48％瓦0であつた。

　以上の如くN此の試験に於ては石灰、燐酸、加里等多量に存在する揚合に於ける石灰窒素及

び硫安の比較試験である。

　　　　　　　　　　　　　　　c．分析材料
　昭和9年6月26日桑葉が充實し肥敷の充分表はれた時を見計らひ、各匝より約5009宛の桑漿
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（葉身）を摘探し、直に蒸氣浴にて乾燥し乳鉢にて粉確し、直径1mmの鯖を以て飾別して分析

材料εした。

　　　　　　　　　　　　（L放穫調査
昭和9年6月23日春慧用桑刈桑の放穫調査をなした。李均1株當りの牧鍛（kg数）はi次の如

くである。

贋次鰹雍腿
硫　　安　　1磁

刈　桑

2．164k彦

2．036

古　納

o．72gkg

O，752

全　 芽

ユ，435kg

工．285

刈桑にi封する

tr芽割倉

68．53％

63。03

　　　e。分　析　結　果

@．　　　（1）一一般成分　　　　　　　　　　　1

水　　　　　分

組　畳　白　償

x一テル湊田物

可淋無窺紫物

可溶慶ホ化物

組　　澱　　粉

粗　　繊　　維

狙　 次　 分ew

張　　窒　　索

畳白質豊i疑

アミノ態蜜素

生葉100分rl薯　　　麓葉100分trド

徽鑓撫1硫tk臓1砿麟剛硫安磁
69．60

6、79

ユ．24

15。03

7．11

2、65

3。52

4．82

0．93

0，83

0．09

70。42

4、66

z．28

16。58

8．72

3．32

3．62

3．4壬

0．75

0，52

0．22

工7．60

4。08

50．91

23、38

8．71

U、56

15、85

3．05

2，73

0．32

（2）灰　分　組　成　（100分中雇）

ユ1。02

4．83

60．82

29、47

11，24

ユ2．22
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適｛n304 ・　2 2

　6395
　　228
°　1735

　　工50

　233s
　　76コ

　3225
　1136
　　82
t　　7

4082

162

918

97

2272

712

2207

7gs

81

　6



。52　　　　　　　　．　　　　醒　　　綜　　　磁　　　難　　　穂　　　　　　　　　　〔笛＋一奮

　以上の分析結果による時は、

（1）　石灰窒素躍は硫安暉に比し牧澱多く、刈桑に封する全芽剣合が多い。

（2）石灰窒素魑桑藁は硫安麗桑粟に比し蚤白質及び灰分の量多く、其他の成分に乏しい。叉

　　　灰分組成に於ては凡ての成分に寓んで展る。

一　　第二向試験（立蓮桑につき圃場試験）

　　　　　　　　　　　　　　　IL．供　　試　　桑　　樹

　供試桑樹は昭和5年4月上旬上田憲縣專門撃校圃揚に植付けた中刈仕立の十丈字にして・1

作の株撒は9株、株間ims畦幅12nユに植伺’けナこもので、各5作を以て1直ざした。

　試験前3年間毎年1作當り撒大豆粕4kg、樋燐酸石夙1k9及び硫酸加毘0．5　k9、肥料用眉探　　’

1k9宛を施し、毎年春憲用刈桑を採集し、爾ほ9月上旬秋獄用摘葉を探集しナこ。　・

　試駿砥を定むるには年々の牧穫量の軍均略々等しきものを饗照ざし、之れを決箆した。

　　　　　　　　　　　　　　　b，施　　　肥　　　轍

　昭和10年4，月22日石1灰窒素匪に20％石2天窒素11ζg、硫安1鼠に肥料月ヨ石1灰1kg宛をヵ砿し、5月

4日硫安画に硫安1kg宛・を施しナこo

　　　　　　　　　　　　　　　c．牧　穫　調　査

　普煙春劃u桑を春慧上膜1尊期に探集すべき筈であるが、十文字は晩乎泰である爲め6月上旬

に於て桑焚充實せず、又施肥せし肥料が桑漿に如何なる影響を及ぼすかに調査の飯鮎を躍いた

爲め、立通桑Sなし9月10H摘漿の収穫調査を矯したが、卒均1株當砂の改猷は眉灰窒索臨
2，261、kg、硫安嘔2．267kgであつた。最もこの揚合多少の落薫を見たから、この調査は正陥を峡

いて居る。

　　　　　　　　　　　　　　　（1．分析材料

　昭和10年9月3日漿身の介析材料を採集しfa。

石次窒素顧

疏　　安　　儲

探集せし

新　鮮　搬

247，9

242．6

同　　　上

風　灘　澱

81，5

81，2

水　　『　　　　分

購伽1辮艸

e．分　析　結　果

5．34

5．57

68。87

68，39

新鮮物100分巾 乾　物　100分　　riτ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石茨窒禦遜　　　硫　安　臓

水　　　　　　　　牙

瓢　　蛋　　白　　質

純　　蛋　　白　　質

誠　一　デル漫出物

可溶無窒素物
可　瀞　炭水化物

瓢　　　澱　　　粉

68．S7

6，s5

4．40

1．57

ユ5．76

6．56

289

6S，39

7．07

4．39

1，73

ユ，02

6，16

2．30

．”2，00

14・．12

5。O・S

60．64

21。09

7．67

22．38

13、88

5，47

50．6S

コ9．50

7。27
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　　　　　　糖　　　　　　　　類

　　　　　　非且　　　　繊　　　　維

L　　　　　　　　　瓢　　　　　次　　　　　分

　　　　　　杢　　　　蟻　　　　ii皆・

　　　　　　蚕　　白　　質　　窺　　累・

　　　　　　ア　ミ　ノ　態窒累

2、31

4．コ5

2，80

1．10

0。70

0，40

2，17

3，9マ

2、s2

ユ，19．

O，74

⑪．45

ア．42

13．34

8．98

3，52

226

1126

‘i，8s

12，溺

8．92

3．7s

2磁

1．44

　以上の分析結果に依る霊きは、立通桑に於ては石灰窒素嘔桑藥は硫安嘔桑漿に比し、殆んS“

其の成分にi差異無き事がわかるo

　　　　　　　　第蕊同試駿（建肥の影響及び葉肉成分の比較）

　桑葉の化箪的組成を比較する揚合に、從來金漿（漿柄を含む）、摘葉（傘漿柄附漿）」又は藥身

（漿柄を含まない）にっいて分析し1興の飼料的便佃を論じて屠るが、翻児は魔際に於て漿柄は

殆さ辮取しない。漿脈も細末な部分を除いては食下せず、獄兜の三ts　t”して利用するのは漿肉の

部分である。故に桑葉の飼料的便値を論ずる揚合にN瀧肉についてその化畢的組戒を比較する

のは有意義の事であるε考へた。故に第三向試験に於ては、藥身蚊に藥肉にっいて比較調査し

た。

　樹ほこの試駿に於て9±　，春期褒芽前に施肥した肥料が、券翻用桑に利用せられ、爾ほそのne　一

肥が秋蟹用桑に如何に利用せらるるかを調査した。　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　a・供　　試　　．桑　　樹

　大正14年上田獄孫恵門學校圃揚に植付たる中刈仕立改良鼠返種につ唐試駿した。試瞼颪の設

定には前年度に於ける放穫難の略等しきものを塁｝照ざして用ひた。帥ち

　1嚇”11年4月20日特礁へ撒大豆粕12k9・過燐酸石灰3k9及び硫酸加黒1．5kg宛を施し6月12

臼春懇用桑を、又9月3圓に秋簸用桑の摘葉の改穫調査を爲した腱訳の通りであつf。

1供試株数！刈桑鯛1礪刷藤

63960k9

60，650

24，000kg

24．375

　　　　　　　　　　　　　　　b，施　　　　　　肥

　A麗を石挟窒素画・B匠を硫安魑ε定め・石灰窒紫霞には20％石灰窒素2k9、硫安属には肥

料用石灰2kg宛を施肥し、爾ほ一・週間後に硫安画に硫安2k9を施し、4月24日各囲に過燐酸石

灰3k9・硫酸加里2k琴宛を施した。廻し市販20％石灰窒素は分折の結果N21％あり・硫安も亦N

21％あれば・何れも2kg宛を使用し比較するこ言εした。

　　　　　　　　　　　　　　　a　春　鷲　　用　　桑

　　　　　　　　　　　　　　　　（1）牧　穫i調　査

　昭和12年6月11日春獄用秦刈桑の牧穫調査を儒した。軍均1株當り。

、　　　　　　　　　　　刈　　桑　　　峯桑暴゜儀購分答

眉次窒素磁　　　　　7．2・15kg　　l　　　41，49％

硫　　　安　　　俄　　　　　　　　　　6．575　　　　　　　　　　　　43．97



・54　　　　　11簸　綿　準　難　糖　　　　（獅網懸

　　　　　　　　　　　　　　　（2）分　麟　赫　料

」雁融調時燦肉鋤の魏f欄を搬しナ・。灘新燃薬・1吻紛％及び期幟1殉

及び漿脈の割合は次の如くであつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ml…　　身、　　中
．、　　　　＿讐㌘竺＿二亜：コ弧コニ延：廻簾『

翁次鑑素麗　　71・77％　　87・06％　　12・94％

硫安・・引　71・92　8膿　　’d，6S
　　　　　　　　
　　　　　　　　　（3）分　析結　果（藥肉乾物LOOItナ中）

　　　　瓢　　張　　lll　質
　　　　1
　　　　；＝・一テル湛出物

　　　　可楼無蜷繁物

　　　　町溶炭水化　物

1　，　　　淵レ　　繊　　　維

　　　　茨　　　　　　分

　　　　th　　盛　　　素

石次盤塗i購1岨　　　　硫　　安　　械

1　　2。，。c，　i　　2貼．ss

　　　　　2混s

　　　　　54，嗣，
l

l　　　20．89
1
・　　　　コO．94

¶

1　　　　　11。88

　　　　　3．21

d・秋　欝1　珊　桑

盆．3s

r，e，．4・・t

20．37

10、詔2

n、os　　、　　　’ら

3．66

，、

s1）春期褒芽前に施肥した珂巴料が、春懸用桑刈桑に利用せられ、伽まその獲肥が秋慧用議

に如何に利用せらるるかを調査した。

　　　　　　　　　　　　　（2）　牧穫調査並に分析材料

　昭和12年9月2日秋懸用桑摘藁の牧穫調査を爲した。軍均1株當り放鍵（躍位k£）は次の機で

ある。

　　　石灰窒素1匝　　38，｝31i9　　　　　硫安1亟　　36・37k9　　　　　　　　　　　　　　　　’

　同時に分析材料を探集した。卸ち各礪漿身5009宛二組探集し・夫々燕氣浴にて乾燥し・一組

は其儘乳鉢にて粉確し葉身の分析材料ざなし・他の一組は之れを室Fにて揉み薩径2m掴aの飾にて

節別し、分離した葉脈の部分はピンセヅトにて拾ひ分け・更に箕を用ひて再蹉風簸し瀧肉の部

分．ミ葉賑の部分言を遮別し、漿肉の分析材料を轡た。

　　　　　　　　　　　　　　（3）分折結果

水　　　　分

粗畳　白　質

純蚕　白　質

me－一テル浸出物

粗　　繊　　維

．石諜・毒繭壽欝譜藷1鷺薫・
6鰯旨。．，、

7．96｝6．52　25、71

囲5・…9・・7
1，58　　　1　　　　ユ．65　　　　　　　5．09

2．80i　2．77　　9．04

21，8S　22．25｝19．19

’g・17 @・°・8エい・コ・

5・54　1　5・23　i　6・27

9．29　　　　　　　7、95　　　1　　　7．86

　　　1　　　　　　｝
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μ∫x7i・無鑑素物

可溶澱7tSイヒ物

斗ill　澱　　粉

次　　　　　分

114，6曾

　6，77

　2，48

4．OO

　　コ　ユ4，52　、

4，99

2，コ3

d、B2

4「7。25　　　　　　48，77

21，　　　　　　　　コe｝　．7　e，

　　　l
s，・冝@7混
脚】 Pエ4・52

　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　結　　　　　　　果

（1）牧脚鱗に於ては石灘鼻欄よ瓢秋εもユ雌が多かつた。

50．18

ユ9，78

8，31

ユ4，39

53，99

19．95

7．77

12，69

（2）構縢に於ては僻1が船に棚肪れ胸鵬めか、葉肉に於ては撒蝋矧ま齢

勉も可轍靴物嘲合懲戯績端たが、秋魏捌こ軸ては砿鱗園讃艘
隊ぴ撒分の割酵く・一・’・一テ・・灘物及び囎驚素物の割倉州頃向親た。

（3）秋禦縢糊につし、唄よ石躍素隙骸馴こ比しX白質及び嚇炭水化物の剛合多く、

知の球分に於磯分少なる騨6ある事観た。須漁多糠漿蜥の結W、X白跳同鰍こ

　　：i’；1；i”・Jt－∵：　・幽1　総i括虹’に考察：、…　　．　・　　　　．　1、，

　石次窒i嚢又は硫安の施肥が巣の漿質に如何に影響するかを、三1醐に瓦つて糊査した。第』陶

離蜘・鱒酪9・…課さ12・・mの鮪赫鰍駄搬離一眩雑糠師細蝋
駄第三剛撒良鼠返につき粘秋鼎縢につ駅の醐鋤で諦調試験1讃て購燦
肉に就て比較した。麸れ慧児の利用するのは烹Sして藥駒の部分であゐ曹考ぺたからである。

　以上薫同に瓦る試験の結果・概して（1）石灰鑓素を施肥せし揚合は硫安に石灰を加用し．7c±M

合よりも牧量僅に増加し、桑漿中には盃窒素の割合常に糟加するが、之ミ同曙に淡水化物や灰

分の増加する講もあつゾこq　・

　石灰窒素は多燈の臓灰を含有するから、連用の揚合でも硫安を施肥せし場合の如く、土嬢は

酸性ざならない。從つて石灰窒素は硫安の如く笏灰をカli用する要がない。叉石灰蜷素はAzoto

bac亡orの増殖や・土壌の改良に恩意義があり》硫安よりも市便が廉便である。黄の飼育成績も

石茨窒素を直接に桑藁に附著した楊合で無ければ何等悪影響が無いものε知る。故に石灰窒素

は桑の肥料Sしで推賞すべきものミ僑ずる6担し凋灰窒素は藁藥の磯芽せぬ以蘭に成るべく灘

肥さしで施肥ナる事が肝要である。，1『

〔附副ge．の試験を爲すに當り・穂便宜を興へ下され焔上騰纏門鰍数授古谷榮
藏氏に樹し謹んで慾謝の意を表する。

　　　　　　　　　　　　　　　　（受理　昭和聡確6月20｝ヨ）


